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1　 は じめに

　 気象の 解析 ・予測に おい て 欠かせな い の が上 空の 風 の データで あ

る が、ゾ ン デに よ る 直接観 測は 各地点 ご との ポ イ ン トデータで あ り、
ま た、利用出来る デ

ー
タ数が 限 られ る 。 こ れ に対 して 、面 的な風 デー

タ を 得 る ため に 用 い られ て い るの が、連続 す る静止気象 衛星 の 画 像

か ら雲の 動 きを算出 し 、風 の ベ ク トル データ を得 る大気 追跡 風 （衛

星風 ）の 手法 で ある。こ の 手 法は 各国の 気象 セ ン タ
ー

で 用い られ て

お り、気象衛 星 セ ン ターで も 1 時間 ご と に 15 分、30 分、60 分 の い

ずれ か の 間隔 の 衛星 画像 を も と に風ベ ク トル を 算出 して お り、そ の

結果 は 数値予 報に も観測デー
タ と して 取 り込 ま れ て い る e

　 こ れに 加 え、2008 年 に 行 われた 特別観 測実験 T−PARC に お い て

は、静止気象衛星 MTSAT −2 に よ る 高頻度の 観測 （Rapid 　Scan ）が

行 わ れ た （表 1）e そ の データ を 用い て、1時 間ご との 15分 あ る い は

4−7分 閤隔の 大気追 跡 風を 算出 した 。 期間中の 風 算出回数は、15分
間隔の もの が 100 回 （可 視画 像は 61 回 ）、47 分 間隔 の もの は 69 回

（可視画像は 36 回 ）で あ っ た。今 回 の 発表 で は、実 際に 算出 され た

大気追跡風データの 事例 と と もに 、今 後の 課題に つ い て 発表する 。

表 1；T−PARC 期間 中の Rapid　Scan
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2　 大気追跡風の概要

　大気追跡風 と は 連続す る 複数の 衛星画像 か ら雲や 水蒸気 の パ ター

ン を 追 跡 す る こ と で算 出 さ れ た風 ベ ク トル デ ータ で あ り、大 ま か に

以 下 の よ うな手 順で 算 出され る。（1）赤外 も し くは 水蒸 気チ ャ ネル

輝度温度 の ヒ ス トグラ ム解 析を行 い 、追跡に ふ さ わ しい ターゲッ ト

を決 め られ た格 子間隔 （0．25°または 0．5°） ごとに選 出す る、赤外

上中層 は主 に 巻雲、赤外下層 お よ び可 視は積 雲な どの 下層雲を選ぶ。
な お、通 常 の ル

ー
チ ン 運 用 で は積 乱雲 域 を 含 む雲 域 は 追 跡 対象 と し

ない が、本研 究で は台風周 辺の 風 を研 究対象 と して い る ため、積 乱

雲域 を含 む 雲域 の データ も利用 し て い る 。（2＞連続 す る 3 枚 の 画 像

（A ，B ，
C とす る）を 使用 し、相 関係 数を 利用 した パ ターン マ ッ チ ン グ

を 行い 、A−B 間お よび B −C 間の移動ベ ク トル を 算出す る。こ の うち

B−C ベ ク トル をプ ロ ダク トと し、A−B ベ ク トル は 品質 チ ェ ッ クに 使

用す る。こ の 際バ ター
ンマ ッ チン グの 元 になる画 像をテ ン プ レート

画像 と呼び、一
辺 の ピ クセ ル （画 素）

．
数をテ ン プ レ

ー
トサ イズ と呼

ぶ。一
方、パ タ

ー
ン マ ッ チ ン グ先を サ

ー
チ エ リア と呼ぶ。（3）数値予

報 （気象衛星 セ ン タ
ー

の 場含は GSM ）の 鉛直温度プロ フ ァ イル を 参

照 して 算 出 さ れ た 風 ベ ク トル の高 度 を 指 定 す る。（4）EUMETSAT
に お い て 開発 ざ れ た 品質指標で あ る QIを 計算す る。 こ れ は A−B ベ

ク トル と B−C ベ ク トル の 一貫性 や、ベ ク トル ど う しの 空間 的 な整合

性、モ デル との 整合 性な どを チェ ッ クす る指標 で あ る。気 象庁にお

け る ル
ー

チ ンの 数値予報 に は、こ の QJ ≧ e．85 の 風 ベ ク トル が 観測

データ と し て 取 り込 ま れ て い る が、メ ソ ス ケール の 大気 追 跡風の 利

用 に 関する 海外の 先行研 究 （Bedka　et　a正，，2008 ほ か） で は 0．5 を利

用 の し きい 値 と して い る もの もあ り、目的 に 応 じて 使 い 分 け る必要

が あ る。

3　 算出例

　図 1 は 2008 年 9 月 12 日 05Z に お け る TOS13 周辺で 算 出ざ れ た

250hPa 以上の 水蒸 気画像 か らの 大気追跡風 （QI ＞ O．5）の 分布 で

あ る。上 図は 15 分 間隔、下 図は 7 分 間隔 の 画像 か ら算 出 した も の で

あ り、図中の ・1．印 は台風 の 中心 で ある。両図 と も、台風の 中心部 で

の 低 気圧 性 回転 と、周辺域で の 高気圧性 回転の 吹 き 出 しが 確認 出来

る。一方で 128DE、21°N 付近で は 15分 閤隔で は北 よ りの風 を算出

した に も関わ ら ず、7 分間隔 で は 南よ りの風 を 算 出 して い る と．い う

違 い も見 られ る。ま た、算 出さ れ た風 ベ ク トル の 数は 15 分間隔の ほ

うが一見 して わかるほ ど多い 。風 ベ ク トル の 数 に関 して は、QIで 選

別す る よ り以 前 に 、全 体的 に 15 分 間隔 の 画像か ら算出 した ほ うが 数

が 多 く、可 視画 像以外 に つ い て は 4，7分 間 隔 の 画 像 か ら算 出 し た も

の の 2．5〜3 倍 の風を 算出して い た （表 2）。
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図 1 ： 水蒸気画 嫁か ら求めた TO813 周 辺の 大気追跡風 （高度 250hPa 以 上）。テン プ

レ
ー

トサイズ ： 16 ピクセル 、サ
ー
チエ リア ：32 ピクセ ル、格子間隔 ：025 度，、（上）

15分 間隔、（ド） 7 分間隔 の 画 像か ら算出 した 結果。図 申 十 印は 台風 中心、台風 中心

部の 低気圧性回転と、周辺域の吹き出 し （高気圧 性回 転）が確認出来る。

表 2： 15分 、4−7 分 のそ れぞ れの 時間 間隔の 両像 か ら取得 出来た風ベ ク トルの数の比

較 （双方の デ
ー

タ が取得出来だ 時刻、可視画 像は 35 回 、赤外画像 と水蒸気画像 は 67

回のみの合計）。可視画像 につ い て はデ ータ数は大 きな 差が ない が、赤外画鬱 ・
水蒸

気画 像 につ い ては 15分 間隔 で算 出 したデータが 47 分間隔 で算 山 した もの に比べ て

取得 出来 たデ ータ 数の 2．5〜3 倍程 度 と多 い 。

チ ャ ネ ル 15分間隔 4−7 分間隔

赤 外 （上 ・中層風）

　赤 外 （下層風）

　 　　水蒸 気

　 　　 可 視

54521550

，898778
，40519
β25

20623018

ρ73259

，04618
，298

4 　 今後 の課題

　現時点で は ま だ 解析 を始め た ばか りで あ り、まず、その 算 出結果の

精度 を 検 証す る こ とが 必 要 で あ る。そ の ため に、DOTSTAR な どの

航空機 を用 い た特 別観測データ との 整合性 を調査す る。そ して、台

風の 詳細な構造 を把握す る 上 で 最 適なテ ン プ レ ートおよびサーチエ

リア の サイ ズ、画像の 時間間隔、QIの し きい 値 を求め る。また、　 QI
に 代 わ る、台風 に 特化 し た別 の 品質管理 手法 も検討 すべ き課題で あ

る。現 段 階で は ま だ 利用 して い な い 短波長赤外 （3．8μm ）チ ャ ネ ル 画

像の 利用 も含 め、台風の 構造 把握 に最適な 大気追跡風 ベ ク トル デー

タ の算 出法 を 開発 す る こ t を 目標 に研究 を進 め て い く予 定 で あ る．
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